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５ 亀城公園の概要と将来構想 

１）公園の特色 
亀城公園は、刈谷城（亀城）址を利用した総合公園で、ソメイヨシノ（約 400 本）がたくさん植

えられており、４月には桜まつりが開催され、多くの市民で賑わっています。 
現在、刈谷城の姿はありませんが、堀跡の城池、子亀池が城址の面影を残しています。 
園内には十朋亭があり、日本庭園とうまく調和しています。また、歴史博物館では、本市の歴史

に親しみ、学ぶことができます。 
運動施設としては、体育館、武道場、刈谷球場、そして河川敷を利用した運動広場があり、各種

スポーツに利用され、スポーツの振興に大いに役立っています。 
 
 
 

 
 
 
  

亀城公園（開設年度：昭和 12年） 

凡例 （都決区域 17.3ha） 

開設区域    14.1ha 

未開設区域   3.2ha 

Ⓐ 歴史博物館北 3.6ha（拡張区域） 

Ⓐ 

歴史博物館 

武道場 

体育館 

駐車場 

子亀池 

十朋亭 

日本庭園 禽舎 

遊具 

城池 

刈谷球場 

河川敷 
グラウンド 

資料４
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２）公園の良いところ・惜しいところ 
第２回市民公園づくり会議では、亀城公園の良いところ・惜しいところについて、グループで意

見を出し合いました。 
 

 

●維持管理 
・桜の老朽化 
・ゴミがある、汚い など 

公園の良いところ 
♦主な意見 
●自然 
・桜の名所  
・木々や池など自然が多い  
・野鳥がいる など 

●施設 
・歴史博物館・郷土資料館があり歴史 
を学ぶ施設がある 

・スポーツ施設が充実 など 

●その他 
・シンボルとなる赤い橋があり景観が良い 
・草木の手入れがいきとどいている 
・駐車場が広く気軽に行ける など 

♦主な意見 
●施設 
・遊具が古い 
・池・噴水が活用されていない 
・売店が充実されていない 
・トイレが古い、暗くて怖い 
・遊歩道が狭い 
・外灯がない 
・イベントが重なると駐車場が混み合う など 

●その他 
・桜は有名だがそれ以外がない 
・平日に人が少ない 
・歴史を感じるものが少ない など 

公園の惜しいところ 

桜の老朽化 

歴史 PR不足 
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3）将来構想図 
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４）利活用イメージ 
 

  

歴史体感・エリア 
歴史博物館の持つ機能を拡充し、歴史をテーマとした遊具や飲食・物販施設がある歴
史を体感できるエリアです。 

（イメージ） 

【利活用イメージ】 
〇歴史博物館では、刈谷の歴史や万燈祭などの文化について学んだり、体験しています。 
〇飲食・物販施設では、ご当地グルメを家族でおいしそうに食べています。 
〇歴史を感じさせる大型遊具や雨の日などでも遊べる屋内遊戯施設では、子どもも大人も一緒に遊
び笑顔であふれています。 

〇歴史体感広場では、地域・民間・行政が連携して、大小さまざまなイベントが年中開催され、多
くの人で賑わっています。 

〇体育館・武道施設では、スポーツや武道で汗を流しています。 

■歴史体感・エリア 

屋内遊戯施設 

飲食・物販施設 

体育館・武道施設 シンボル遊具 

歴史体感広場 歴史博物館 
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刈谷城址・エリア 

刈谷城址としてふさわしい整備を行い、歴史と自然を感じながら一年中だれもが楽し
めるエリアです。 

（イメージ） 

【利活用イメージ】 
〇石垣・隅櫓・堀の趣のある景色を眺めたり、十朋亭や野点(茶会)でくつろいでいます。 
〇花や木々を見て四季を感じ、心を潤しています。 
〇桜まつりや歴史をテーマとしたイベントが開催され、賑わっています。 
〇だれもが一緒に公園内を散策しています。 
〇ボランティア・ガイドの案内で、刈谷城や周辺の史跡を散策しています。 

■刈谷城址・エリア 

庭園 

飲食・物販施設 

イベント広場 遊具 

四季の花 石垣・隅櫓の復元 

堀の復元 

広場 

本丸 
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桜のみち 
 

桜の名所である亀城公園のお堀沿いと、公園に接する道路は桜で彩られています。 

（イメージ） 

亀城公園【愛知県刈谷市】 


